
切れ目ない支援（取組）について
～つながる・ひろがる あさおプロジェクト～

第２分科会 「キャリア教育の視点」

発 表 者 神奈川県立麻生支援学校 教頭 石上 卓矢
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本日の内容
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１ 学校概要・基本情報

２ 切れ目ない支援（取組）と学校運営協議会
 について

４ 今後にむけて

柿生あさお王禅寺虹子ジョン

３ 実践事例
「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」



神奈川県立麻生支援学校 学校運営協議会（あさおコミュニティ・スクール）１

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会

設置年度 委員数 年間開催回数

神奈川県川崎市 268名 令和２年度 10名 ３回

➢ 児童・生徒一人ひとりが「わかった」「できた」を実感できる授業の実践・研究の推進
➢ 児童・生徒一人ひとりが「自分を大切にする力」「他者を思いやる力」「社会とかかわる力」を育成する児童・生徒指導・支援の実践
➢ 児童・生徒一人ひとりの障害の状態、発達の段階に応じた進路指導・支援の実践
➢ 児童・生徒一人ひとりが日々の学習で得た成果を地域に向けて発信し、培った力を地域社会に貢献する等、地域との協働を実践する取組の推進
➢ 児童・生徒一人ひとりが安全に学ぶことができる学習環境を管理・整備する取組の推進

学校教育目標

➢ 所在地：神奈川県

川崎市北西部

➢ 平成17年開校

（本年度で20周年）

➢ 肢体不自由教育部門

 知的障害教育部門

➢ 小・中・高等部

   分教室・訪問教育

➢ 川崎市4区、横浜市4

区から児童生徒は通学

➢ 「共生社会の実現」を

目指し教育活動を展開

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

➢ 近隣大学教授
➢ 近隣町内会会長
➢ 学識経験者
➢ 子ども文化センター館長
➢ NPO法人事業所関係者
➢ 近隣企業関係者
➢ 関係行政機関職員
➢ 社会福祉協議会職員
➢ PTA会長
➢ 当該校長

委員の構成

➢ 学校教育計画等について
（学校評価部会）

➢ 今年度の取り組みについて
（切れ目ない支援部会）

➢ 災害時におけるスクールバス
の運行・支援体制について
（学校設置部会）

➢ 丁寧なかかわりのスタンダー
ドについて（学校設置部
会）

これまでの主な議題例

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など
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組織図

学校運営協議会

学校評価部会 切れ目ない支援部会
スクールバス地域救援部会

丁寧なかかわりのスタンダード部会

学校設置部会必置部会

・近隣小学校、高齢者施設、公園な
どの清掃活動（分教室）

・作業学習で制作した作品を近隣の
大学に展示（高等部）

・近隣小学校児童との交流（小学部）

・近隣高校に分教室の紹介（分教室）



グランドデザイン１
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切れ目ない支援（取組）と学校運営協議会について２
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１ 教育課程 学習指導 ２ 児童・生徒指導・支援

３ 進路指導・支援

５ 学校管理・学校運営

４ 地域等との協働

➤校内研究…指導方法の工夫

➤サポートマッチング…指導支援のアドバイス

➤個別教育計画作成スケジュール、書式の見直し

➤ICT機器の活用

➤ネット（SNS）マナー教室

➤学校間交流…近隣小学校

➤いじめアンケートの実施

➤給食週間、給食試食会

➤職業グループによる発表会、作品展示交流等（委員との連携）

➤近隣小学校、高齢者施設、公園などの清掃活動

➤分教室 インクルーシブ教育…近隣高校に分教室の紹介

➤20周年記念事業…・ゲストティーチャー授業参加

  ・近隣大学や消防署員の演奏会

  ・近隣高校との美術作品交流展示

➤社会体験学習…高等部2年対象、福祉施設

➤職業体験

…高等部1年対象、民間企業・社会福祉協議会・近隣

 大学等

➤企業見学会

…就労先候補の企業を見学（委員との連携）

➤安心して学ぶことができる学校

…「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」の見直し、

活用（委員との連携）

➤安全な通学

…・スクールバス災害時における関係機関との連携

（高校・大学とのパートナーシップ協定）

 ・行政機関による防災研修（委員との連携）

熟 議
情報の共有
助 言
意 見
連 携

学校運営協議会

切れ目ない支援部会

児童・生徒への丁寧なかかわりの
スタンダード部会

スクールバス地域救援部会

学校設置部会



実践事例 「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」３
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「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」

5つの視点から設定した,本校における児童・生徒への丁寧な

かかわり方についての基準となるもの

麻生支援学校HP
「丁寧なかかわりのスタンダード」



実践事例 「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」３
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◎児童・生徒を理解したかかわり

    ○不安な気持ちや落ち着かない気持ちをクールダウンできる環境を設定し、そこが児童・生徒にとって安
心できる場所となっている。

◎人権に配慮したかかわり
 ○児童・生徒の気持ちに寄り添い、児童・生徒からの表出（選択肢、言葉に限らず表情、わずかな動
き、心拍数など）を待ち、かかわっている。

◎児童・生徒の不適応行動に対する適切なかかわり
      ○児童・生徒の行動の背景を探り、言葉に耳を傾け、寄り添う姿勢を示している。

◎性差・年齢に配慮したかかわり
      ○使用目的を明確にして年齢や発達段階に応じた教材、教科書、選曲の選定をしている。

◎安全・安心な学習環境の整備
○特性や健康状態により、子どもが出くわすかもしれない危険を予想している。

「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」（各視点、一部抜粋）



実践事例 「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」３
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➤年度当初に教員、保護者に配付。ホームページにも掲載。

➤令和4年度…作成

➤令和5年度…内容の実践。職員面談での確認。

会議における好事例の発表。

➤令和6年度…学校運営協議会「学校設置部会」のひとつとして、「児童・生

徒への丁寧なかかわりのスタンダード部会」を設定。

保護者アンケートを行い、内容の見直しを実施。

職員面談での確認。会議における好事例の発表。

➤令和7年度…改訂版の配付と実践。教職員の意識の向上にむけて検討。

「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」



実践事例 「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」３

【令和６年度 児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード部会】
【学校より】

アンケートの実施を委員に説明

【委員より】
保護者アンケートについての助言

児童・生徒の育ちへ

【令和７年度 児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード部会】

【学校より】
教員・保護者の意識の高め方

【委員より】
話し合いの場の設定、スタンダードの
ありかたについて助言

〔教職員間・教職員と保護者の交流〕
・茶話会
・学部を超えた教員間のミニ懇親会
・教員個人面談時の確認

〔教職員へ情報の共有と確認〕
職員会議・個人面談

〔実践・事例報告〕
職員会議

教職員の意識へ促し
→より丁寧なかかわりへの意識と実践

各部署より好事例の報告
→新たな発見、参考

〔スタンダードについてのアンケートの
作成・実施〕

教員の意識の変容

・111名より回答
・5つの項目それぞれについて、80％以上が、
丁寧なかかわりが「できている」と回答

・保護者からの率直な意見、要望
・家庭で取り組んでいること

・保護者…84％の方が「よい」「どちらかといえ
ばよい」と回答
・教員…77％の方が「よい」「どちらかといえば
よい」と回答

〔学校評価についてのアンケート、
「丁寧なかかわり方」について〕

【学校】
アンケートの作成・実施

【委員より】
・アンケート結果についての意見や助言
・今後に向けての課題

〔教職員へ情報の共有と確認〕
職員会議

次年度への課題

「学校の問題＝当事者意識をもつ」ことの重
要性

アンケートを受けて保護者への返し
→安心・安全な学校

【学校より】
アンケートの結果報告及び見直し案の
提案
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実践事例 「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」３
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◎児童・生徒を理解したかかわり
    ○不安な気持ちや落ち着かない気持ちをクールダウンできる環境を設定し、そこが児童・生徒にとって安

心できる場所となっている。

◎児童・生徒の不適応行動に対する適切なかかわり
      ○周囲にいる児童・生徒への支援も考慮し、複数人の教員で連携して対応するとともに一貫した支援

ができるようにしている。

◎安全・安心な学習環境の整備
○校内外の危険箇所の把握を常に行い、安全を確保する環境面の整備をしている。

「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」（各視点、一部抜粋）

・児童・生徒の実態を把握し、落ち着ける環境を日常の中で検討
・不安な気持ちを伝えることができる方法、話せる人の確認 など

災害時（緊急時）の動きや対応につながるかかわり

・不適応行動に至る原因を究明し、一人ではなく複数人で対応する
・周囲の児童・生徒への説明と安心の提供 など

・防災教育として避難ルートや校内外の危険箇所を児童・生徒とともに確認
・下校時における災害時の動きを確認 など



実践事例 「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」３
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スクールバス地域救援部会

【自助の取組】
・防災グッズの充実（紙パンツや水、ポータブルトイレ等）
・運転士、介助員の研修（心肺蘇生法）への参加
・GPS機器の導入

〔スクールバス走行時の災害発生時における救援について〕

【共助の取組】
・防災パートナーシップに関する協定（近隣大学・近隣高校）
・子ども文化センターの利用（児童・生徒・バス）
・協力施設へのステッカー作成と配付

【公助の取組】
・区役所危機管理担当による防災研修（予定）



切れ目ない支援（取組）と学校運営協議会について２
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１ 教育課程 学習指導 ２ 児童・生徒指導・支援

３ 進路指導・支援

５ 学校管理・学校運営

４ 地域等との協働

➤社会体験学習…高等部2年対象、福祉施設

➤職業体験

…高等部1年対象、民間企業・社会福祉協議会・近隣

 大学等

➤企業見学会

…就労先候補の企業を見学（委員との連携）

➤安心して学ぶことができる学校

…「児童・生徒への丁寧なかかわりのスタンダード」の見直し、

活用（委員との連携）

➤安全な通学

…・スクールバス災害時における関係機関との連携

（高校・大学とのパートナーシップ協定）

 ・行政機関による防災研修（委員との連携）

熟 議
情報の共有
助 言
意 見
連 携

切れ目ない支援部会

児童・生徒への丁寧なかかわりの
スタンダード部会

スクールバス地域救援部会

学校設置部会

➤校内研究…指導方法の工夫

➤サポートマッチング…指導支援のアドバイス

➤個別教育計画作成スケジュール、書式の見直し

➤ICT機器の活用

➤職業グループによる発表会、作品展示交流等（委員との連携）

➤近隣小学校、高齢者施設、公園などの清掃活動

➤分教室 インクルーシブ教育…近隣高校に分教室の紹介

➤20周年記念事業…・ゲストティーチャー授業参加

  ・近隣大学や消防署員の演奏会

  ・近隣高校との美術作品交流展示

➤ネット（SNS）マナー教室

➤学校間交流…近隣小学校

➤いじめアンケートの実施

➤給食週間、給食試食会

自分を
大切に
する力

他者を
思いやる
力

社会とか
かわる力

育てたい力



今後にむけて４
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◎ 今後にむけて（より意識しながら取り組みたいところ）

・学校運営協議会の内容や取組についての周知不足による意識の低さ

・発信の工夫、委員との定期的な情報交換等、継続した体制作り

「学校運営協議会の存在と重要性」に対する、教員や保護者の意識の向上

・様々なアイデアや工夫についての情報の確保

・他校や他県の取り組みを紹介

様々な「学校運営協議会」の取組等、情報の収集（他県の情報）

・「切れ目ない支援部会」、「学校設置部会」すべてのことがキャリア教育に

つながっていることを学校運営協議会で共有。

「キャリア教育の視点」で考える学校運営協議会の充実



今後にむけて４
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◎ 今後にむけて（より意識しながら取り組みたいところ）

・「学校運営協議会の存在と重要性」に対する、教員や保護者の意識の向上

・様々な「学校運営協議会」の取組等、情報の収集（他県の情報）

・「キャリア教育の視点」で考える学校運営協議会の充実

情報共有・熟議の充実 ＋ 児童生徒と地域との取り組みの充実

教職員及び保護者、地域の方々の理解が深まる

児童・生徒に「育てたい力」の育成につながる



16

ご清聴、ありがとうございました

麻生支援学校ホームページ
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